
2026-2028／仙台市天文台 中期計画ロジックモデル

最終

アウトカム

中間

アウトカム

直接

アウトカム

a)市民が、天文学を１つの趣

味として捉え、日常の中で宇

宙や星空に親しんでいる

b)市民が、天文台の多様な事

業や活動を認識している

c)利用者が、参加しやすい多様

な体験プログラムに参加して

いる

d)利用者が、スタッフとの対

話を通じて直接的な交流を経

験している

e)利用者が、スタッフの専門

性を活かした活動に触れてい

る

f)利用者が、天文台を通じて正

しい天文知識を身につけてい

る

g)利用者が、天文台からの質

の高い最新の天文情報に継続

的に触れている

・これまで実施していなかっ

た天文現象に関する観察会等

のイベントの企画・実施

・webの「宇宙のひろば」の

更新頻度を上げる

・ワークショップの実施回数

を増やす

・スタッフ間でのサイエンス

コミュニケーションに関する

気づきの共有

・学芸スタッフの紹介パネル

の設置
・望遠鏡操作教室の定常化

・天文現象に関わるプレスリ

リースを増やす

・スタッフサポーター制度を

周知し、新規登録者数を増や

す

・天文台バックヤードツアー

の実施

・天候に応じた施設見学モデ

ルコースの設定と発信

・スタッフと市民とのオンラ

イン交流の実施

・学芸スタッフの専門分野を

設定する

・小中学生向けの天文質問

コーナー（一問一答）の開設

・天文現象に関する社会的賑

わいを創出する

・スタッフサポーターの活動

環境の整備

・スタッフの活動動画および

施設の紹介動画を撮影し公開

する

・観光団体を対象とした施設

案内ツアーの実施

・望遠鏡案内の実施内容の更

新
・観測研究活動の見える化

・教員への天文台学習プログ

ラムの周知を強化

・移動天文台の公園出動の広

報強化と魅力の発信

・施設活用イベントの開催回

数を増やす
・望遠鏡工作教室の定常化

・VI（ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ）を

活用した交流の実践

・市民からの天文相談対応フ

ローの整備と周知

・センダイヘンジの普及活動
・プラネタリウムの多目的利

用の回数を増やす

・アウトリーチ活動における

体験プログラムの充実

市民が、宇宙を特別なものではなく身の周りの自然の１つとして捉え、愉しんでいる

Ⅰ. 市民が、宇宙にふれる機会が増えている
Ⅱ. 市民が、スタッフが生き生きと活動していると感じて

いる

Ⅲ. 市民が、天文台を宇宙の専門施設として信頼し、活用

している

具体的活動

資料 4-3 


